
058-277-1110 9：00～
21：30

チケットのネット予約は公式サイト
「サラマンカ・オンラインチケット」で

チケットのお求め
サラマンカホール チケットセンター

サラマンカメイト・一般同時発売 ： 2025年9月19日（金） ※ 発売初日は、電話・インターネット 9:00～／窓口 12:00～

サラマンカホール

12 7［日］
15：00開演（14：30開場）

上 質 な 音 楽 を 気 楽 に
サラマンカ♭ふらっと

サラマンカ・
オンライン
チケット

※就学前のお子さまもチケットが必要です。また、就学前のお子さまの膝上観賞はチケットは不要です。（大人一人につき膝上観賞のお子さま1名）
※車椅子席は、サラマンカホールチケットセンターのみの取り扱いです。
※スマホの方はネット予約で電子チケットが購入できます。当日、入場口でスマホの電子チケットを提示してください。

清流の国ぎふ文化祭2024
「ひと・むすぶ・こえ～愛と平和を歌う合唱フェスティバル」1周年記念

フォーラム21少年少女合唱団と
サラマンカ少年少女合唱団 CORO Juniorの

★プログラム★

〈クリスマスソング集〉
「サンタが街にやってきた」　ほか

〈サランマンカ少年少女合唱団CORO Juniorのステージ〉

〈フォーラム21少年少女合唱団のステージ〉

〈愛と平和を歌う合唱フェスティバル〉から
「二十億年前の石」　宮本益光 詩 ・ 信長貴富 曲　ほか

指揮 岩本達明　ピアノ 名田綾子

クリスマス・コンサート
2025

サラマンカホール 岐阜市薮田南5-14-53　主催：サラマンカホール　共催：フォーラム21少年少女合唱団
全席自由 1,000円

「愛
と平和

を歌う合
唱フェスティバル」で生まれた『二十億年前の石』、

岐阜
県七宗

町で見
つかった「最古

の石」と「現代の人」との歌の対話です。
この歌を未来へ歌いつなげます。

※就学前のお子さまも一緒にお楽しみいただく公演です。幼児の泣き声などに寛大なお気持ちでご鑑賞ください。

「愛
と平和

を歌う合
唱フェスティバル」で生まれた『二十億年前の石』、

岐阜
県七宗

町で見
つかった「最古

の石」と「現代の人」との歌の対話です。
この歌を未来へ歌いつなげます。



※お電話（058-277-1110 入会申込書を郵送）および、
　インターネットでも受付ております。
※年会費2,000円
※入会申込書は、サラマンカホール チケットセンターに
　ご用意しています。
※年会費の口座振替もご利用ください。

● チケットの先行販売

● チケットの割引（1公演2枚まで）

● ダイレクトメールによる
　 コンサートのご案内

● グッズコーナーでの割引

ラーメン屋

終演後に西岐阜まで無料マイクロバスを
運行します　正面玄関前（北側）から出発します。

●JR岐阜駅（北口）より「岐阜バス」で約20分
●名鉄岐阜駅より「岐阜バス」で約25分
●JR西岐阜駅（南口）より
　「西ぎふ・くるくるバス」で約12分
●JR東海道本線・名古屋駅から西岐阜駅まで
　約23分

●JR西岐阜駅から車で約5分（南口タクシー乗り場より約2km）
●JR東海道新幹線・岐阜羽島駅および名神高速道路・
　岐阜羽島IC、東海環状自動車道・岐阜ICより車で約25分
●東海北陸自動車道・岐阜各務原ICより車で約30分
●無料駐車場完備

全席自由

1991年10月、愛知県一宮市で結成される。合唱音楽により子供たちの自由で豊か
な感性を養い、国際交流などを通じて個性ある人間性を育むことを目的としてい
る。これまでに、作曲家の池辺晋一郎、新実徳英、鈴木輝昭、中川いづみ各氏に自作
曲を指導・指揮していただき、2007年にはソプラノ歌手藍川由美氏と共演する機会
にも恵まれた。異色の共演としては2008年、落語と合唱のための『叩き蟹』を三遊
亭圓窓師匠と名古屋・東京・一宮で公演し好評を博した。また、2006年、2008年に 
NHK 東京児童合唱団と共演、2015年にはクロネコヤマトファミリーコンサートに出
演し名古屋フィルハーモーニー交響楽団と共演。海外では、1995年ウィーン、1999
年イギリス、2006年オーストラリア、2013年ドイツにて演奏会を開催。2017年10月
にはドイツよりハノーファー少女合唱団を一宮市に迎えジョイントコンサートを
行った。2024年8月には関西二期会オペラ公演「カルメン」に出演。11月に「清流の
国ぎふ」文化祭 2024にて東京混声合唱団、名古屋芸術大学オーケストラ等と共演。
代表：宇野桂司、指導：藤原順子（声楽）、金森眞由美（ピアノ）、青木美沙季（声楽）、
伊藤由加里（ピアノ）。新実徳英氏、大平健介氏、名田綾子氏には毎年、指揮、ピアノ
演奏、合唱指導でご参加頂いている。

サラマンカホールが音楽の未来をになう世代の育成と音楽発信を目的に2013年
夏に結成した。その年の12月オペラシアターこんにゃく座「森は生きている」サラマ
ンカホール公演のアンコールでこんにゃく座と「十二月の歌」を歌いデビュー。翌年
3月に第1回定期演奏会を開催、第2回演奏会から谷川賢作氏を迎えオリジナル
ミュージカルへの模索を始める。堀江幹雄作曲「あほろくの川だいこ」、「あらしの
夜に」、谷川賢作ミュージカル「そらのふ・し・ぎ」、「凸凹小学校に合唱団ができる
まで」、2020年から台本演出に劇団「芝居屋かいとうらんま」の後藤卓也氏が加わ
り、オリジナル作品「音どろぼうと凸凹探偵団」、23年「マ★テ★キ」を上演した。
また、これまでにオーケストラとともに「カルミナブラーナ」、「第九」、「フィンラン
ディア」を歌い、オペラ「ヘンゼルとグレーテル」、「セロ弾きのゴーシュ」、「子どもと
魔法」、「サンドリヨン」に出演した。2025年3月にミュージカル「音どろぼうと凸凹
探偵団」を再演し満席で成功をおさめた。12年で築いてきたのは「自由」「元気」
「子どもが主人公」。現在、年中から大学生まで50名が楽しく歌っている。
音楽監督：岩崎有子、副指揮：堀江綾乃、ピアノ：田口利康・虫賀太一、ダンス指導：
Yukari、音楽アドヴァイザー：永田昌彦

サラマンカ少年少女合唱団 CORO Juniorフォーラム21少年少女合唱団

「愛と平和を歌う合唱フェスティバル」（清流の国ぎふ文化祭2024）で初演された『二十億年前の石』は、
オーケストラ演奏と子どもから大人の100人の合唱で歌われました。

あれから1年、フェスティバルで出会った二つの子ども合唱団が再会します。

フォーラム21少年少女合唱団とサラマンカ少年少女合唱団は、
音楽へのアプローチがまったく違う合唱団です。

フォーラム21はミサ曲などクラシック曲に取り組んできました。
サラマンカは創作ミュージカルを大きな目標としてきました。

音楽の楽しみ方や歌うことから学べることは、ひとつではありません。
百人いれば百通りの「音楽」があります。

交流し　学び合い　友情を深めるジョイントコンサートです。
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